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So – when ?

In this model, 

• Projected IANA Unallocated Address Pool 
Exhaustion: 17‐Mar‐2010 

• Projected RIR Unallocated Address Pool 
Exhaustion: 24‐Oct‐2010

This is the model’s predicted exhaustion date as of the 
9th May 2007. Tomorrow’s prediction may be different!

http://ipv4.potaroo.net





いくつかの事実
• NTT西日本(+NTT東日本)での(閉域)展開

– KAME問題(i.e., DNSとトランスポート)への対応

– IPv4&IPv6ユーザ対応用 SOHOルータ(日本製)

• FreeBit社による IP‐PBXシステムの全国展開

• WiMAX/3GPP2における IPv6 への取り組み

• SIP;海外ベンダーの方がIPv6 の実装例が多い

• サーバ;障害回避のために IPv6機能を OFF

• IPv6/IPv4トランスレータへの懸念

– 懸念事項； 相互認証の完全性



関係するセグメント とプレーヤ

• ASP
– サーバ、アプリケーション

• ISP
– 経路、サーバ、アプリ

• キャンパス(企業)ネット

– サーバ、アプリ

• SOHO(含家庭)ネット

– ルータ

• エンドノード

運用スタッフ

SIer

ベンダー

ユーザ



• NTT西日本の方
– 運用コストの軽減 豊富なアドレス
– マルチキャスト
– (苦労させられる)PPPoEよ、さようなら(したい) ?

• H3Cの方
– 大学は、アプリケーションの研究開発に注力
– オリンピック、万博に向けてインフラを整備中
– 我が道 で IPv6 化を進めている。

• 三菱総合研究所の方
– 投資対象になってきた模様
– 新分野での商用サービスが出てきている

INTEROP東京2007のIPv6 セッション



PPPoE
• ユーザ認証付きレイヤ2サービスの提供を各ユーザごとに異なる ISPに行

うために採用した技術である。

• もともとは、大規模広域サービス用の設計・標準化されたものではない。

• 同一ブロードキャストセグメントでしか動作しないため、広域にアグリゲート
するアクセスネットワークには向かない。

• IPではないので専用ハード機器(BAS)を必要とする(アクセス網プロバイダ負
担)

– PPPフレーミング処理が必要➔大規模かつ大量に使用する場合は処理コスト無視できず考
慮必要

• セッションが一斉に「断」した後、クライアントから一斉に「接続」しに来てしま
うと「認証」に非常なピーク負荷がかかる。

➔現在のサーバ能力では過負荷となる状態が容易に発生



広域IPv6アクセス網とISPとの関係

1. ISP(Internet Service Provider)  
– ASを持って、ピアリング

2. Datalink (e.g., Flets’)
– “接続料金”なら

難しい課題 ?
IPアドレスの所有者



Three things (may be more ?) to do 

1. 実ネットワークへの展開のための技術
の完全性の確認・確立

2. IPv6アクセス網の構造と ISP との関係

3. IPアドレスの管理ポリシー
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